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自由記載

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

自由記載

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

イラスト耳鼻咽喉科　第４版 森満　保 文光堂

レポート

小テスト

平常点

その他

定期試験 100% 牧野（50％）、越智（50％）

口腔・咽喉の解剖と生理　　　　　　　　(越智)

口腔・咽喉の疾患　　　　　　　　　　　(越智)

頸部の解剖と生理・疾患　総復習　　　　(越智)

鼻の解剖と生理　　　　　　　　　　　　(越智)

鼻の疾患　　　　　　　　　　　　　　　(越智)

成績の評価法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

外耳、中耳疾患（２）　　　　　　　　　(牧野)

内耳炎、外リンパ瘻、突発性難聴　　　　(牧野)

音響外傷、聴神経腫瘍、老人性難聴　　　(牧野)

前庭・平衡機能とメニエール病など　　　(牧野)

耳科学のまとめ　　　　　　　　　　　　(牧野)

耳鼻咽喉科のオリエンテーション　　　　(牧野)

耳の解剖と生理（１）　　　　　　　　　(牧野)

耳の解剖と生理（２）　　　　　　　　　(牧野)

伝音性難聴、感音性難聴、混合性難聴　　(牧野)

外耳、中耳疾患（１）　　　　　　　　　(牧野)

内容

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

30 15 回 1 年次 前期

授業の目的・概要

耳鼻咽喉科学は、聴覚、平衡覚、嗅覚、味覚といった人生に彩を与える極めて重要な感覚機能を扱うのみなら
ず、呼吸や嚥下といった生命活動に必須の機能、および構音、発声というコミュニケーションに欠くことのでき
ない機能、さらに、内分泌腺（甲状腺）、外分泌線（唾液腺）、頭頚部腫瘍など、幅広い分野を取り扱ってい
る。講義では、個々の領域の解剖と生理、疾患について、例を挙げながら説明する。

授業の到達目標

耳鼻咽喉科学が取り扱う個々の機能と障害および相互の関連性について理解できるようになる。

授業計画

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

耳鼻咽喉科学 講義 牧野　邦彦・越智　尚樹


